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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント
愛南町の西の果て、由良半

島先端にある旧日本海軍の軍事施設
「由良衛所」に、内海中学校1年生
12名が訪れました。
　写真は「由良衛所」最大の施設の
聴音室で、敗戦後に爆破されたまま
の姿で残っています。ここには海中
に敷設された12基の水中聴音機の受
信機が置かれ、3交替で豊後水道に
侵入しようとする敵艦船(主に潜水
艦)の捕捉を任務としていました。
　このほか近くに砲台跡、兵舎跡、
発電所跡、防空壕、貯水池などの遺
構が残っています。

3/21

2 月　救急医療関係者懇談会
(17 日 )、愛南町水産フォーラ
ム (18 日 )、同志社大学硬式野
球部スポーツ合宿記念品贈呈
(19 日 )、愛大南予水産研究セ
ンター参与会 (20 日 )、後期高
齢者医療広域連合議会ほか (21
日 松山市 )、水産業振興対策事
業推進等研究会ほか (22 日 松
山市)、道路要望(23日 高松市)、
国保連合会通常総会・町村会定
期総会 (24 日 松山市 )、子ども
農山漁村交流プロジェクトセミ
ナー (25 日 )、御荘霊苑環境対
策委員会 (28 日 )、共済組合組
合会 (29 日 松山市 ) など

3月　南宇和高校卒業式(1日)、
宇和島地区広域事務組合議会定
例会ほか (1 日 宇和島市 )、京
都大学準硬式野球部スポーツ合
宿記念品贈呈 (2 日 )、過疎地域
自立促進協議会定期総会・南レ
ク定時取締役会 (6 日 松山市 )、
摂南大学硬式野球部スポーツ合
宿記念品贈呈 (7 日 )、宇和島地
区広域事務組合議会定例会 (9
日 宇和島市 )、四国横断自動車
道開通式 (10 日 西予市 )、トラ
イアスロン実行委員会 (13 日 )、
大久保山ダム管理委員会 (14
日 ) など

長月小学校で、御荘ふれあ
い駐在所連絡協議会が同校
区を対象に募集した防犯・
交通安全標語のうち、入
選した12名の児童を表彰し
ました。入選した標語は縦
90cm、横45cmの看板にし
て贈呈。校内や通学路など
に掲示する予定です。(3/5)

離島や辺地の学校を対象

に図書を贈っている創

価学会図書贈呈推進委員

会から篠山小・中学校へ

300冊の図書が贈呈され

ました。児童代表の立石 

唯
ゆ い

さんと生徒代表の増田

彩
あ や な

菜さんがお礼の言葉を

述べました。(2/13)

「第32回菊川ふるさとま
つり」の芸能発表で、合
唱を披露する菊川小学校
の子ども達です。このほ
かバザーや抽選会、餅ま
きなども行われ賑わいま
した(3/4)

「第37回中浦漁民まつ
り」演芸会のアトラク
ション、食パン早食い競
争です。踊りやカラオケ
など保育園児から高齢
者までが参加し、楽しい
演芸会となりました。
(2/25)

四国横断自動車道 宇和
島北IC〜西予宇和IC間
16.3kmが完成し、開通
式が行われました。町
では引き続き、新規事
業化が決定した「津島
道路（岩松ICー内海IC間
10.3km）」について早期
整備の要望を行ってまい
ります。(3/10)

災害などの緊急時に役立
てて欲しいとサントリー
ホールディングス(株)か
ら1,008ケース(500mlボト
ル24本/ケース)の飲料水が
愛南町に寄附され、写真
の平城小学校のほか町内
全小中学校に備蓄用とし
て配付しました。 (2/14)

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

笑顔いっぱい！
愛なんっこ

愛南
こみゅにけーしょん

元気いっぱい
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

町政フラッシュ

p22

「南宇和サッカー選手権大会」で
は、愛大南予水産研究センターの
チーム「AINAN SPORTS CLUB」を
代表して、バッタ・サンディップさん
ご夫婦が選手宣誓を務めました。
(3/4)【P20参照】

「子ども農山漁村交流プロジェクトセミナー」の基

調講演では、香川大学の原 直
な お ゆ き

行教授がプロジェク

トの概要や僧都小学校でのひがしやま作り体験を紹

介しました。(2/25)【P10参照】

「ふるさとCM大賞えひめ‘12」で2年連続伊予銀行賞を
受賞した愛南リポーターズの作品の1コマです。
「大きくなったらこの海を守るんだ」と幼い頃に交わし
た父との約束を胸に、一歩踏み出そうとする青年を描い
ています。(2/26)【P18参照】

p4

今年の水産フォー
ラ ム で は 、 愛 南
ぎょレンジャーの
新しい仲間「アコ
ヤピンク」が紹介
されました。
(2/18)【P8参照】

デザイン・編集
赤水小学校の児童
南宇和高校美術部
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住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
コ
ス
ト
の

削
減
を
め
ざ
し
て
！

◆
総
務
課
か
ら

人
命
救
助
に
よ
る

海
上
保
安
部
長
表
彰
！

◆
宇
和
島
海
上
保
安
部
か
ら

　
「
愛
南
町
行
政
改
革
推
進

委
員
会
」
は
、
町
長
か
ら
諮

問
を
受
け
た
簡
素
で
効
率
的
な
町
政

の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
の
行
政
改

革
の
進
め
方
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
へ
の
取
組
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
取
り
ま
と
め
た
結
果
を
宇
佐

正ま
さ

志し

委
員
長
が
清
水
町
長
に
答
申

を
行
い
ま
し
た
。
答
申
の
主
な
内
容

は
、
愛
南
町
第
２
次
行
政
改
革
大
綱

の
内
容
に
つ
い
て
次
の
５
項
目
に
つ

い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
よ
う
提
言

し
ま
し
た
。

○
限
界
集
落
に
対
す
る
支
援
体
制
の

確
立

○
本
庁
・
支
所
業
務
の
見
直
し

○
町
有
財
産
の
有
効
活
用

○
産
学
官
民
連
携
の
強
化
推
進

○
各
種
研
修
事
業
の
実
施

　
ま
た
、
同
委
員
会
か
ら
の
提
言
と

し
て
、
町
職
員
か
ら
募
集
し
て
い
た

「
行
政
改
革
・
改
善
職
員
提
案
」
の

積
極
的
な
実
施
と
提
案
制
度
の
継

続
、
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
意
見
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
行
政
コ
ス

ト
の
削
減
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
提

案
を
行
い
ま
し
た
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
行
政
コ

ス
ト
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
住
民
の

目
線
か
ら
捉
え
た
役
場
の
日
常
業
務

に
お
け
る
事
務
の
改
善
等
15
項
目
の

取
組
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な

提
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
期
日
前
投
票
期
間（
時
間
）の
短
縮

○
窓
口
業
務
の
改
善

○
簡
易
文
書
の
メ
ー
ル
発
信

○
弔
電
の
廃
止

○
御
荘
霊
苑
の
利
用
改
善

○
地
域
振
興
費
の
見
直
し

○
行
政
区
・
投
票
区
の
再
編

○
町
組
織
の
再
編

○
図
書
館
の
充
実

問
合
せ
　
総
務
課

（
TEL
７
２
︱

１
２
１
１
）

 3/
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DE
・
あ
・
い
・
21
で
、
人

命
救
助
に
よ
る
海
上
保
安
部

長
表
彰
が
行
わ
れ
、
５
名
の
方
々
に

宇
和
島
海
上
保
安
部
の
甲
斐
　
廣

ひ
ろ
し

部

長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
５
名
は
、
昨
年
12
月
９
日
、
真
珠

母
貝
養
殖
作
業
に
従
事
し
て
い
た
漁

船
２
隻
が
強
風
に
あ
お
ら
れ
相
次
い

で
転
覆
、
そ
れ
ぞ
れ
の
船
に
乗
船
し

て
い
た
男
性
２
名
が
海
に
投
げ
出
さ

れ
る
事
故
が
発
生
し
た
際
に
、
自
ら

も
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
な
か
一
致
協

力
し
て
男
性
の
救
助
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
の
は
次

の
方
々
で
す
。

　
大
　
石
　
常つ

ね

　
也や

さ
ん（
魚
神
山
）

　
目
　
関
　
頼よ

り

　
宏ひ
ろ

さ
ん（
網
　
代
）

　
鱒
　
　
　
一い

三さ

男お

さ
ん（
　
柏
　
）

　
小
　
島 

 

　
健
つ
よ
し  

さ
ん（
魚
神
山
）

　
小
　
島
　
輝て

る

　
雄お

さ
ん（
魚
神
山
）

 2/
   17
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農
産
物
コ
ン
ク
ー
ル
！

◆
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

行
政
評
価
委
員
会
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

◆
企
画
財
政
課
か
ら

町長賞　埜下和
かず

幸
ゆき

さん

　
御
荘
平
城
の
ス
ー
パ
ー
Ａ
☆
Ｍ
Ａ

Ｘ
愛
南
店
で
、
町
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
（
孝
野
覚か

く

也や

代
表
）
な

ど
の
主
催
に
よ
る
町
産
農
作
物
の
品

評
会
「
愛
南
農
産
物
コ
ン
ク
ー
ル
」

が
行
わ
れ
、
町
内
の
農
家
約
１
０
０

名
か
ら
柑
橘
、
野
菜
、
加
工
品
の
３

部
門
に
１
９
７
点
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
形
や
品
質
な
ど
を
審
査
し
た
結

【
行
政
評
価
と
は
？
】

　
行
政
が
行
う
様
々
な
事
業
に
つ
い

て
、
一
定
の
基
準
で
、
で
き
る
限
り
分

か
り
や
す
い
指
標
を
用
い
て
、そ
の
必

要
性
や
効
率
性
、
成
果
な
ど
に
つ
い

て
、
客
観
的
な
立
場
で
評
価
を
行
い
、

そ
の
評
価
結
果
を
予
算
編
成
や
行
政

運
営
に
活
か
す
た
め
の
制
度
で
す
。

　
平
成
23
年
度
に
お
い
て
、
町
長
か

ら
諮
問
を
受
け
た
６
つ
の
事
業
に
つ

い
て
、
重
要
度
、
緊
急
度
、
財
源
、
事
業

の
妥
当
性
、
有
効
性
及
び
効
率
性
等

の
観
点

か
ら
、

計
３
回

に
わ
た

り
、
審

議
を
行

い
ま
し

た
。

　
そ
の

審
議
結

果
を
平

成
23
年

12
月
７
日
に
、
清
水
町
長
に
答
申
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
等
に
つ

果
、
次
の
方
々
が
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
濃
厚
な

甘
さ
が
特
徴
の
「
甘
平

（
か
ん
ぺ
い
）」
の
試
食

や
ブ
ラ
ッ
ド
オ
レ
ン

ジ
生
搾
り
ジ
ュ
ー
ス
の

試
飲
も
行
わ
れ
、
最
後

に
出
品
作
品
の
せ
り
に

よ
る
即
売
会
が
賑
や
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
せ
り
の
収
益

委員会方針

番号 区　分 事　業　名
委員会
方針

1 防災関係 防災啓発事業
維持
継続

2 環境関係
住宅用太陽光発電システム設置
費補助金交付事業

維持
継続

3 農林関係 地域材利用木材住宅建築促進事業
維持
継続

4
産業振興
関係

「ぎょショック愛南プラン」愛南型
食育を基盤とした地域づくり事業

拡大

5
生涯学習
関係

Ａ 青少年健全育成事業
　 子どもセンター運営事業

統合

Ｂ 青少年健全育成事業
　 少年育成センター事業

維持
継続

※各事業に対する委員会からの改善意見等は、愛南町ホームページを

ご覧ください。

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
諮
問
事
業
の
改

善
意
見
等
や
方
向
性
な

ど
、
提
出
さ
れ
た
答
申
内

容
を
検
討
し
、
今
後
の
行

政
運
営
に
活
か
し
て
い
き

ま
す
。

【
審
議
方
法
は
】

　
事
務
局
又
は
担
当
課
か

ら
提
出
さ
れ
た
資
料
に
基

づ
き
、
担
当
課
へ
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
、
委
員
会

で
検
討
し
ま
し
た
。

２
万
９
千
８
５
１
円
は
愛
南
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
賞

　
埜
下
　
和か

ず

幸ゆ
き

さ
ん（
緑
乙
）

　
柑
橘
部
門
　
河
内
晩
柑

優
秀
賞

　
菊
地
　
智と

も

行ゆ
き

さ
ん（
御
荘
平
城
）

　
柑
橘
部
門
　
甘
夏

　
岸
本
　
真し

ん

一い
ち

さ
ん（
増
田
）

　
野
菜
部
門
　
ト
マ
ト

　
大
黒
　
富ふ

き

与よ

さ
ん（
御
荘
菊
川
）

　
加
工
品
部
門
　
バ
ラ
の
巻
き
ず
し

 3/
    6
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い
よ
い
よ
開
幕
！

え
ひ
め
南
予
い
や
し
博

２
０
１
２
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

愛
媛
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
！

　「

う

み

」「

か

わ

」「

も

り

」「
ひ

と
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、「
え
ひ

め
南
予
い
や
し
博
2
0
1
2
」
が

開
幕
し
ま
す
。
４
月
22
日（
日
）か
ら

11
月
４
日（
日
）ま
で
の
間
、
宇
和
島

圏
域（
宇
和
島
市
・
松
野
町
・
鬼
北

町
・
愛
南
町
）各
地
で
１
０
０
を
超

え
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
い
よ
伊
予
な
ん
よ
！
き
て
み
祭

日
時
　４
月
22
日（
日
）

　　　10
時
〜
15
時（
予
定
）

場
所
　宇
和
島
市 

き
さ
い
や
広
場

内
容
　出
陣
式
・
牛
鬼
パ
レ
ー
ド

■
い
や
し
博

　
フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

日
時
　４
月
22
日（
日
）

　　　16
時
〜
19
時（
予
定
）

場
所
　宇
和
島
市 

き
さ
い
や
広
場

内
容

　
地
元
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
に
よ
る
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト

ゲ
ス
ト
に
桑
名
正
博
、
茶
木
み
や
こ

が
参
加

■
愛
南
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　「
あ
い
な
ん
Ｇ
Ｏ
︱

Ｍ
Ｉ
Ｘ
」

日
時
　４
月
29
日（
日
）14
時
〜

茶木みやこ 桑名正博

トワ・エ・モワ

　
（
き
さ
い
や
ロ
ー
ド
）

　開
幕
式
典

　
（
き
さ
い
や
広
場
ス
テ
ー
ジ
）

　ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
（
き
さ
い
や
広
場
ス
テ
ー
ジ
）

　郷
土
芸
能
、「ト
ワ
・
エ
・
モ
ワ
」

　ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

　南
予
軽
ト
ラ
マ
ル
シ
ェ

　
（
軽
四
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
物
産
市
、

　お
接
待
コ
ー
ナ
ー
な
ど
）

場
所
　愛
南
町
　鹿
島

（
受
付
12
時
〜
、
船
越
　
瀬
ノ
浜
待

合
所
）

内
容
　
Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ
で
活
躍
中
の

や
の
ひ
ろ
み
と
ゴ
ミ
ひ
ろ
い
！
終
了

後
に
は
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
お
楽

し
み
も

問
合
せ

愛
媛
県
宇
和
島
圏
域
観
光
振
興

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
（
宇
和
島

事
務
所
）（
TEL
０
８
９
５
︱

２
２
︱

５
２
５
３
）

　
商
工
観
光
課（
TEL
７
２
︱

７
３
１
５
）

■
県
政
広
報
テ
レ
ビ
番
組

「
愛え

顔が
お

の
ワ
ゴ
ン
」（
５
分
間
）〈
テ
レ

ビ
愛
媛
〉

愛
顔
つ
な
ぎ
隊
が
、
愛
顔
ワ
ゴ
ン

に
乗
っ
て
、
あ
な
た
の
町
に
お

じ
ゃ
ま
し
ま
す
！

毎
週
月
曜
19
時
54
分
〜
、（
再
放
送
）

毎
週
日
曜
13
時
55
分
〜

■
県
政
広
報
紙
「
愛
顔
の
え
ひ
め
」

今
月
か
ら
「
市
町
だ
よ
り
」
コ
ー

ナ
ー
ス
タ
ー
ト
！

毎
月
１
日
、
新
聞
折
込
で
配
布
す

る
ほ
か
、
県
や
市
町
の
機
関
で
も

配
布
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
　
県
庁
広
報
広
聴
課

（
TEL
０
８
９
︱

９
１
２
︱

２
２
４
１
）
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が

変
わ
り
ま
す
！

◆
町
民
課
か
ら

平
成
24
・
25
年
度
保
険
料

（
１
人
当
た
り
年
額
）

　
後
期
高
齢

者
医
療
制
度

で
は
、
医
療

給
付
費
に
見

合
う
保
険
料

収
入
を
確
保

し
、
健
全
な

運
営
を
維
持

す
る
た
め
、

２
年
に
１
度

保
険
料
の
見

直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
医
療
給
付
費
は
、
高
齢
化
の
進
展

や
医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
被
保
険
者
の
保
険
料
負
担

を
で
き
る
限
り
軽
減
す
る
た
め
、
愛

媛
県
財
政
安
定
化
基
金
を
最
大
限
活

用
す
る
こ
と
と
し
た
上
で
、
平
成

24
・
25
年
度
の
保
険
料
を
改
定
し
ま

し
た
。

保
険
料
の
計
算
方
法

　１
人
当
た
り
の
保
険
料
は
、
被
保

険
者
が
均
等
に
負
担
す
る
「
均
等
割

額
」
と
被
保
険
者
の
前
年
所
得
に
応

じ
た
「
所
得
割
額
」
の
合
計
と
な
り

ま
す
。

保
険
料
の
負
担
軽
減
を
継
続
し
ま
す

・
所
得
の
低
い
方
の
軽
減
…
世
帯
の

所
得
水
準
に
応
じ
て
、
均
等
割
額
を

最
大
９
割
軽
減
し
ま
す
。
ま
た
基
礎

控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
が
58
万
円

以
下
の
方
は
、
所
得
割
額
を
５
割
軽

減
し
ま
す
。

・
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

方
の
軽
減
…
制
度
に
加
入
す
る
前
日

に
、
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
用

者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
（
国

民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険
組
合

は
除
く
）
は
、
所
得
割
額
の
負
担
は

な
く
、
均
等
割
額
を
９
割
軽
減
し
ま

す
。

年
金
収
入
ご
と
の
保
険
料
額
（
単
身

世
帯
の
一
例
）

平成24・25
年度

平成22・23
年度

均等割額 44,194円 41,227円

所得割率 8.72% 7.84%

限度額 550,000円 500,000円

年金
収入

軽減割合
平成24・25

年度
保険料額（年額）

平成22・23
年度

保険料額（年額）

比 較
（年額）

80万円
均等割
9割軽減

4,410円 4,120円 290円増

150万円
均等割

8.5割軽減
6,620円 6,180円 440円増

200万円

均等割
2割軽減
所得割
5割軽減

55,840円 51,400円 4,440円増

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

　

活
用
し
ま
し
ょ
う

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
）
と
は
、
先
発
医
薬
品
（
新
薬
）

の
特
許
が
切
れ
た
後
に
国
の
承
認
を

得
て
販
売
さ
れ
る
、
先
発
医
薬
品
と

同
じ
有
効
成
分
を
も
つ
医
薬
品
の
こ

と
で
す
。

・
先
発
医
薬
品
よ
り
安
価
で
、
患
者

さ
ん
の
窓
口
負
担
の
軽
減
、
医
療
保

険
財
政
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
効
き
目
や
安
全
性
は
、
先
発
医
薬

品
と
同
等
で
す
（
薬
の
形
、
色
や
味

は
、
先
発
医
薬
品
と
は
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）。

　
後
発
医
薬
品
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
を
医
療
機
関
や
薬
局
窓
口

に
提
示
し
、
利
用
に
つ
い
て
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

（
TEL
０
８
９
︱
９
１
１
︱
７
７
３
３
）

（
FAX
０
８
９
︱
９
１
１
︱
７
７
３
５
）

　町
民
課（
TEL
７
２
︱
７
３
０
０
）

保険料（年額）
＊10円未満切り捨て限度額55万円

均等割額

44,194円

所得割額

＝

＋
所得割率
8.72％×

基礎控除
（33万円）後の〔総所得金額等〕
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愛
南
町
に
よ
る

水
産
振
興
へ
の
取
り
組
み
！

水
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
！

◆
水
産
課
か
ら

県
と
連
携
し
た
滞
納
整
理
を

推
進
し
ま
す
！

◆
税
務
課
か
ら

　
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
税
収

の
確
保
の
た
め
、
愛
媛
県
と
愛
南

町
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
職
員

の
相
互
派
遣
や
悪
質
滞
納
案
件
の

県
へ
の
引
継
ぎ
な
ど
、
連
携
し
た

滞
納
整
理
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
自
主

的
な
納
税
に
ご
協
力
い
た
だ
け
な

い
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
財
産
差

押
等
の
滞
納
処
分
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
今
後
と
も
滞
納
額
の

縮
減
に
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ

　
税
務
課（
TEL
７
２
︱

７
３
０
１
）

　
城
辺
社
会
福
祉
会
館
で
、

町
内
の
水
産
関
係
者
や
学
生

な
ど
約
１
０
０
名
が
参
加
し
て
、
第

２
回
「
愛
南
町
水
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
愛
南
町
が
行
う
水
産
資
源

研
究
に
つ
い
て
の
報
告
と
し
て
、
ま

ず
海
洋
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー
の

瀬

琢た
く

磨ま

主
事
が
ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
優
良
種

選
抜
に
よ
る
種
苗
生
産
の
研
究
、
同

セ
ン
タ
ー
の
清
水
陽よ

う

介す
け

主
事
が
真
珠

養
殖
い
か
だ
の
有
効
活
用
を
目
的
と

し
た
ア
カ
ガ
イ
と
ヒ
ジ
キ
の
養
殖
方

法
や
種
苗
生
産
の
研
究
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　
次
に
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
事
業
に

つ
い
て
、
水
産
振
興
室
の
浦
﨑
慎し

ん

太た

郎ろ
う

主
査
か
ら
魚
健
康
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
、
森
実
庸つ

ね

男お

水
産
指
導
研
究
員

か
ら
水
域
情
報
可
視
化
シ
ス
テ
ム
の

デ
ー
タ
と
な
る
養
殖
漁
場
環
境
調
査

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
平
成
19

年
か
ら
行
っ
て
い
る
デ
ー
タ
か
ら
、

愛
南
町
の
漁
場
環
境
は
良
好
で
あ
る

と
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究

セ
ン
タ
ー
の
太
田
耕こ

う

平へ
い

准
教
授
は
、

愛
南
町
海
域
環
境
調
査
に
つ
い
て
、

赤
潮
早
期
検
出
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し

た
の
で
早
期
対
策
に
役
立
て
て
欲
し

い
と
説
明
し
、
底
質
調
査
に
つ
い
て

も
イ
ト
ミ
ミ
ズ
や
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
働

き
に
よ
り
底
質
浄
化
が
期
待
で
き
る

と
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
今
年
度
で
閉
校
と

な
る
赤
水
小
学
校
の
児
童
が
デ
ザ
イ

ン
し
、
南
宇
和
高
校
美
術
部
の
協

力
を
得
て
完
成
し
た
愛
南
ぎ
ょ
レ
ン

ジ
ャ
ー
の
新
メ
ン
バ
ー
「
ア
コ
ヤ
ピ

ン
ク
」
を
発
表
し
、
真
珠
や
貝
柱
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
活
用
し
て
い
く
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
に
は
、
パ
ネ

ル
展
示
し
て
い
る
研
究
内
容
に
つ
い

て
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
意
見
交
換

を
行
い
、
水
産
振
興
に
向
け
て
産
学

官
民
の
連
携
を
深
め
ま
し
た
。

 2/
    18
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口
座
振
替
明
細
書
送
付
の

廃
止
に
つ
い
て
！

◆
税
務
課
か
ら

納
期
内
に
必
ず

納
め
ま
し
ょ
う
！

◆
税
務
課
か
ら

　
例
年
５
月
中
旬
頃
送
付
し
て
い
ま

し
た
税
金
等
の
口
座
振
替
明
細
書
に

つ
い
て
、需
要
の
低
下
や
コ
ス
ト
削
減

等
の
た
め
平
成
23
年
度
（
平
成
24
年

★「夢 かなう！」
　私は、一本松に住んでいる時から、人の役に立つ人間にな
りたい。心の弱い人に勇気を与えられる人間になりたいと、
ずっと心の中に秘めていました。
　その志を持って上京しましたが、大都会は苦難の荒波が
待っていました。
　「どんな事でも絶望より希望を持つ方がいい」
 ゲーテのこの名言に励まされてきました。
　そして、夢にまで見たふるさと愛南町一本松に「シダレザ
クラ」の植樹と「記念碑」が建ちました。
　75歳、弱い自分に負けないで生きてきた「答え」だと思っ
ています。
　ありがとう、感謝一杯です。(内田玲子)

内田玲子の「家庭の教育力」 ③

５
月
通
知
分
）
よ
り
廃
止
し
ま
す
。

な
お
、
納
付
確
認
に
つ
い
て
は
、
税
務

課
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
明
細
書
…
税
金
等
の
口

座
引
落
を
さ
れ
て
い
る
方
の
１
年
間

の
引
落
記
録
を
記
載
し
た
も
の

問
合
せ

　
税
務
課（
TEL
７
２
︱

７
３
０
１
）

　
平
成
24
年
度
町
税
及

び
介
護
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
納
期
月

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
町
税
等
の
納
付
は
便

利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
日
は

各
納
期
限
の
日
で
す
の

で
、
振
替
不
能
に
な
ら

な
い
よ
う
に
通
帳
の
残

高
を
確
認
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

　
平
成
24
年
度
の
固
定

資
産
税
納
税
通
知
書
兼

課
税
明
細
書
・
納
付
書

（
納
付
書
は
口
座
引
落

以
外
の
方
）
は
、
４
月

16
日
発
送
の
予
定
で

す
。

問
合
せ

　
税
務
課

（
TEL
７
２
︱

７
３
０
１
）

納　期　月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

納　期　限
5/1 5/31 7/2 7/31 8/31 10/1 10/31 11/30 12/25 1/31 2/28 4/1

（火） （木） （月） （火） （金） （月） （水） （金） （火） （木） （木） （月）

税
　
　
目

町 県 民 税
1期
全期

2期 3期 4期

固 定 資 産 税
1期
全期

2期 3期 4期

軽 自 動 車 税 全期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

介 護 保 険 料
（1号被保険者普通徴収分）

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期
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子
ど
も
農
山
漁
村
交
流

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ミ
ナ
ー
！

◆
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
オ
タ
ッ
シ
ャ
教
室
」

参
加
者
募
集
！

◆
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
協
議
会
な
ど
の
主
催
に
よ
る

「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
セ
ミ
ナ
ー
in
愛
媛
〜
愛
南
で
ほ

ん
ま
も
ん
の
農
山
漁
村
暮
ら
し
や
味

を
〜
」
が
開
催
さ
れ
、
約
１
６
０
名

の
参
加
者
が
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
講
師
の
香
川
大

学
の
原
　
直な

お

行ゆ
き

教
授
か
ら
、
子
ど
も

農
山
漁
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
や

僧
都
小
学
校
で
の
ひ
が
し
や
ま
作
り

体
験
が
紹
介
さ
れ
、
事
例
発
表
で

は
、
子
ど
も
体
験
者
と
し
て
松
山
市

在
住
の
宮
内
健け

ん

太た

朗ろ
う

く
ん
（
松
山
市

立
久
米
中
学
校
１
年
）
が
愛
南
町
で

の
民
泊
体
験
の
感
想
を
発
表
し
た
ほ

か
、
僧
都
小
学
校
の
山
口
　
遼

り
ょ
う

く

ん
（
６
年
）・
木
下
紗さ

羽わ

さ
ん
（
５

年
）
と
船
越
小
学
校
の
得
能
健け

ん

二じ

教

諭
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
体
験
事
例

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
㈶
都
市
農
山
漁
村
交
流
活
性

化
機
構
次
長
の
花
垣
紀の

り

之ゆ
き

氏
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
文
科
省
教
科
書

検
定
審
議
委
員
の
杉
原
五い

つ

雄お

氏
や

飯
田
市
立
浜
井
場
小
学
校
前
校

長
の
湯
澤
正ま

さ

農の

夫ぶ

氏
な
ど
６
名

の
パ
ネ
ラ
ー
が
、
愛
南
町
に
お

け
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

効
果
や
今
後
の
可
能
性
な
ど
に

つ
い
て
討
論
さ
れ
ま
し
た
。
農

山
漁
村
で
の
自
然
体
験
や
民
泊

は
、
子
ど
も
に
自
主
性
や
道
徳

観
・
正
義
感
を
育
み
、
教
育
的

効
果
の
大
き
い
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

宮内健太朗くん僧都小学校
木下さん・山口くん

　
楽
し
く
身
体
を
動
か
し
、
転
び
に
く

い
体
づ
く
り
を
め
ざ
そ
う
と「
オ
タ
ッ

シ
ャ
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
全
15
回
（
10
時
〜
12
時
　
週

１
〜
２
回
程
度
）

　
１
コ
ー
ス

　（
５
月
初
旬
〜
８
月
初
旬
予
定)

　
２
コ
ー
ス

　（
９
月
中
旬
〜
12
月
初
旬
予
定)

場
所
　
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

ほ
か

対
象
　
55
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
方

で
、
医
師
等
か
ら
運
動
の
制
限
を
受

け
て
い
な
い
方

定
員
　
１
コ
ー
ス
15
名
程
度
（
申
込

多
数
の
場
合
は
先
着
順
）

参
加
料
　
１
，
８
５
０
円
（
ス
ポ
ー

ツ
保
険
代
等
）

内
容
　
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
水

中
運
動
、
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
、
室
内

ゲ
ー
ム
な
ど

申
込
み
・
問
合
せ
　
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
（
TEL
７
２
︱

１
１
１
７
）

 2/
   25
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町
内
小
・
中
学
校
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す
！

「
平
成
24
年
度
危
険
物
取
扱
者
試

験（
第
１
回
）」と「
準
備
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
す
！

◆
消
防
本
部
か
ら

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　
あ
い
さ
つ
は
人
と
人
を
結
ぶ
魔
法

の
言
葉
で
す
。
み
ん
な
が
使
え
ば
、

町
が
明
る
く
元
気
に
な
り
ま
す
。

　
愛
南
町
の
小
・
中
学
校
で
は
、

毎
月
20
日（
20
日
が
休
み
の
日
は
そ

の
前
後
の
日
）を
「
ス
マ
イ
ル
あ
い

さ
つ
デ
ー
」
と
し
て
、
『
あ
い
さ
つ

運
動
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
家

庭
・
地
域
か

ら
積
極
的
な

あ
い
さ
つ
を

心
が
け
、
明

る
い
愛
南
町

に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

♪時間は待ってくれない。考え、悩んで、頭を
抱えてる間にもドンドコ流れていく。やりたいこ

とはたくさんあるのに、うまく整理できずに的を

絞れずにいる。早くしなきゃ!と思えば思うほど

混乱して前に進めない…“音楽祭”がまさにそう

だ。『私は何がしたいんだろう』自分に問いかけ

る。答えは返ってこない。自分の中に“揺るぎ

ないもの”がなければ何をしても簡単に折れてし

まうだろう…。♪初めて愛南町で歌った時のこ

とを思い出す。生まれ育った町で歌うのが私のひ

とつの夢だった。それが叶った城辺町の最後の夏

祭り。10数人のクワイヤーを引連れて歌ったス

テージ。そして、いつかこの町のみんな”で一緒

に歌いたいと思ったのだ。ちびっ子から大人ま

で。老若男女。原点はここにある。音楽の楽しさ

を体いっぱい感じてもらえる時間を一緒につくり

たい。“揺るぎないもの”…もう

少しで見えるのかも。

(テノヒラkiku)

−あいなん音故地新−

平
成
24
年
度　

危
険
物
取
扱
者
試
験

(

第
１
回)

【
試
験
日
】　
６
月
24
日（
日
）10
時
〜

【
会
場
】
　
県
立
吉
田
高
等
学
校
・
県

立
八
幡
浜
工
業
高
等
学
校
ほ
か

【
願
書
受
付
】

　

書
面
申
請
　
４
月
16
日（
月
）

〜
４
月
26
日（
木
）必
着

　
電
子
申
請
　
４
月
13
日（
金
）

〜
４
月
23
日（
月
） 

【
試
験
種
類
】

　
甲
・
乙
・
丙
種
の
全
種
類
（
吉
田

会
場
は
乙
種
第
４
類
と
丙
種
の
２
種

類
）

【
受
験
料
】　 

甲
種
　
５
，０
０
０
円

　
　
　
　
　 

乙
種
　
３
，４
０
０
円

　
　
　
　
　 

丙
種
　
２
，７
０
０
円

【
受
験
願
書
】
　
愛
南
町
消
防
本
部
に

あ
り
ま
す
。

準
備
講
習
会

【
日
時
】　
５
月
25
日（
金
）

〜
５
月
26
日（
土
）の
２
日
間

【
会
場
】
　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組

合
消
防
本
部
　
４
階
大
会
議
室

【
受
講
料
】　

会
　
員  

６
，３
０
０
円

　
　
　
　
　
非
会
員  

８
，８
０
０
円

【
テ
キ
ス
ト
代
】　
別
途
必
要

問
合
せ 

愛
南
町
消
防
本
部

（
TEL
７
２
︱

０
１
１
９
）

　
昨
年
11
月
18
日
に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
た
「
平
成
23
年
度
全
国
社
会
福

祉
大
会
」
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
功
労
者
と
し
て
本
町
の
民
家
ト
ラ

ミ
さ
ん
（
中
川
）
が
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
長
表
彰
を
受
け
、
こ
の
ほ
ど

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
状
の
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
受
賞
は
、
平
成
４
年
か
ら
民

生
児
童
委
員

と
し
て
20
年

に
わ
た
り
、

職
務
に
対
す

る
強
い
責
任

感
を
も
っ
て

地
域
福
祉
の

推
進
に
貢
献

さ
れ
、
社
会
福
祉
活
動
に
協
力
援
助

し
た
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
し
て
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
受
賞
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

人
材
育
成
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
！

◆
企
画
財
政
課
か
ら

　
平
成
24
年
度
の
銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の

で
、
銃
砲
刀
剣
類
を
新
た
に
発
見
さ

れ
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
へ

の
発
見
届
出
後
、
速
や
か
に
発
見
者

（
所
有
者
）
自
身
が
銃
砲
刀
剣
類
を

持
参
し
、
登
録
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

日
時
　
平
成
24
年
度
　
偶
数
月
　
第

３
木
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

〔
４
月
19
日
、
６
月
21
日
、
８
月
16

日
、
10
月
18
日
、
12
月
20
日
、
平
成

25
年
２
月
21
日
〕

　
刀
剣
類
　
13
時
〜
17
時

　
　
　
　（
受
付
は
16
時
30
分
ま
で
）

　
古
式
銃
砲
　
16
時
〜
17
時

　
　
　
　（
受
付
は
16
時
30
分
ま
で
）

会
場
　
愛
媛
県
庁
　
第
一
別
館

　
　
　
11
階
会
議
室

　
　
　（
松
山
市
一
番
町
４
︱

４
︱

２
）

持
参
品

⑴
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証
（
警

察
署
か
ら
渡
さ
れ
ま
す
。）

　
町
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
担
い
手

と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
や
国
際

化
時
代
・
情
報
化
時
代
に
対
応
し
た

人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
「
人
材
育

成
事
業
補
助
金
制
度
」
を
設
け
て
い

ま
す
。
各
分
野
に
お
け
る
広
い
視
野

と
国
際
感
覚
を
持
っ
た
「
ひ
と
づ
く

り
」
を
目
的
と
し
た
事
業
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

●
国
内
研
修

　
必
要
経
費
（
食
糧
費
を
除
く
旅

費
・
宿
泊
費
及
び
資
料
代
）
の
1/2
以

内
で
１
人
当
た
り
10
万
円
を
限
度

●
国
外
研
修

　
必
要
経
費
（
食
糧
費
を
除
く
旅

費
・
宿
泊
費
及
び
資
料
代
）
の
1/2
以

内
で
１
人
当
た
り
30
万
円
を
限
度

●
学
習
会
、
講
座
及
び
研
修
会
の
参

加
又
は
開
催

　
必
要
経
費
（
食
糧
費
を
除
く
報
償

費
・
旅
費
・
需
用
費
・
役
務
費
・
使

用
料
及
び
賃
借
料
）
の
1/2
以
内
で

⑵
当
該
銃
砲
刀
剣
類
（
必
ず
布
等
で

包
む
な
ど
し
て
安
全
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。）

⑶
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
等
、
本
人
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
も
の
）

⑷
愛
媛
県
収
入
証
紙(

申
請
手
数
料
）

○
登
録
申
請
　
１
件
に
つ
き
６
，

３
０
０
円
（
事
前
に
購
入
し
、
会

場
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

※
県
収
入
証
紙
の
取
扱
所
は
、
県

庁
内
に
も
あ
り
ま
す
。

○
登
録
証
再
交
付
申
請
　
１
件
に

つ
き
３
，５
０
０
円

（
再
交
付
が
可
能
な
場
合
の
み
必

要
。
審
査
後
に
購
入
し
て
く
だ
さ

い
。）

※
登
録
申
請
手
数
料
は
登
録
で
き

な
い
場
合
も
返
還
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
愛
媛
県
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー

ツ
部
文
化
財
保
護
課

（
TEL
０
８
９
︱

９
１
２
︱

２
９
７
６
）

※
必
ず
事
前
に
連
絡
し
、
指
示
を
受

け
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

50
万
円
を
限
度

補
助
金
交
付
対
象
者

・
町
内
に
居
住
す
る
方
で
、
今
後
も

引
き
続
き
居
住
す
る
意
思
の
あ
る
方

・
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
意
思
の
あ
る
方

・
町
の
振
興
及
び
活
性
化
に
自
ら
取

組
み
、
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
が
果
た
せ

る
方

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

そ
の
他

　
こ
の
補
助
金
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
交
付
申
請
書
を
事
業
実
施
の

１
か
月
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
愛
南
町
人
材
育
成
事
業
審
査
会

で
内
容
を
審
査
し
適
否
を
決
定
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
愛
南
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
企
画
財
政
課

（
TEL
７
２
︱

７
３
１
７
）
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作り方
①ブロッコリーは小房に分ける。     
②エビは殻をむき、背に切り込みを入
れて背わたを除き、塩・こしょうをふ
る。
③しょうがのみじん切りとポン酢を合
わせ混ぜておく。    
④フライパンにオリーブ油と薄切りし
たにんにくを入れて弱火にかけ、チリ
チリと音がするまで炒める。         
⑤②を加えてさっと炒め、①を加え、
水80ccを注いでふたをし、水気がなく
なるまで約3分ほど蒸し煮にする。        
⑥器に盛り、③をかける。

愛
な
ん
料
理
レ
シ
ピ
⑪
！

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

　
愛
南
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
女
性
会
員
が
中
心

と
な
り
、
「
食
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

愛
な
ん
食
育
推
進

第
24
回

〈
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
〉

学
校
給
食

：

愛
南
○
○
カ
レ
ー

　
４
月
は
、19
日
に「
愛
南
新
た
ま
カ

レ
ー
」を
予
定
し
て
い
ま
す
。

作り方
①鶏ささみは筋を取り除き、塩・こ
しょうで下味をつけ、サラダ油で両面
を焼く。        
②玉ねぎは薄切り・人参・ピーマンは
せん切り、しめじは根元を切ってほぐ
す。       
③②をサラダ油でしんなりするまで炒
め、少し粗熱が取れてから、マヨネー
ズ・しょうゆであえる。      
④アルミホイルの中央にささみを置
き、③の野菜をささみの上に置く。      
⑤両端と上の部分をしっかり閉じて包
み、フライパンに5㎜高さの水をはり、
蒸し焼きにする。   

材料（４人分）
鶏ささみ　　　　8本 
塩・こしょう　　少々  
サラダ油　　　　大さじ1/2  
玉ねぎ　　　　　60ｇ 
人参　　　　　　20ｇ 
しめじ　　　　　40ｇ 
ピーマン　　　　20ｇ 
サラダ油　　　　大さじ1/2  
マヨネーズ　　　大さじ2＋小さじ2  
濃口しょうゆ　　小さじ1  

主菜：鶏ささみのホイル焼き

材料（４人分）
ブロッコリー　　300ｇ 
エビ　　　　　　160ｇ 
塩・こしょう　　少々  
オリーブ油　　　小さじ2  
にんにく　　　　1かけ  
水　　　　　　　80㏄ 
しょうがのみじん切り  
　　　　　　　　大さじ2  
ポン酢しょうゆ　大さじ3

副菜：ブロッコリーとエビのガーリック蒸し

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後

は
男
性
に
も
さ
ら
に
健
康
づ
く
り
へ

の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
、
ま

た
男
性
の
視
点
で
活
動
を
広
げ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24
年
度

よ
り
男
性
会
員
の
募
集
も
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
愛
南
町
の
男
性
の
方
々
、
食
を
と

お
し
て
自
分
や
家
族
の
健
康
を
考

え
、
ま
た
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
担

い
手
と
し
て
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
ま
ず
第
一
歩
と
し
て
、
町
主
催

の
栄
養
学
級
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
各
支
所
の
保
健
師
・
栄

養
士
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
今
月
の
「
愛
な
ん
料
理
レ

シ
ピ
」
は
、
２
月
に
開
催
し
た
「
高

校
生
の
食
育
教
室
」
か
ら
健
康
料
理

２
品
を
紹
介
し
ま
す
。

使用している
愛南産農水産物

愛南町では、11月から5月にかけて玉ねぎの出荷
を行っています。県内で最も早く収穫できるハー
トオニオン（超極早生玉ねぎ）をはじめとして、
極早生玉ネギ、早生玉ねぎへとリレー栽培しなが
ら長期出荷を行っています。

玉ねぎ

使用している
愛南産農水産物

愛南町では、約22haの田畑でブロッコリー栽
培が行われており、昨年度の出荷量は約142ト
ンで、県内で2番目の出荷量となっています。
現在、春ブロッコリーの栽培にも力を入れてお
り、5月から6月頃味わうことができます。

ブロッコリー

栄養価（１人分）
エネルギー　  256㎉
たんぱく質　  15.2ｇ
脂質　　　    14.7ｇ

栄養価（１人分）
エネルギー　  88㎉
たんぱく質　  11.1ｇ
脂質　　　      2.5ｇ
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自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集
の

お
知
ら
せ
！

◆
総
務
課
か
ら

４
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

◆
町
民
課
か
ら

一
般
・
技
術 

幹
部
候
補
生

受
験
資
格

   

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

　
※
22
歳
未
満
は
大
卒
者

　
　（
見
込
み
含
む
）

　
※
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者

　
　（
見
込
み
）は
28
歳
未
満

受
付
期
限
　
４
月
27
日（
金
）

第
１
次
試
験
　
５
月
12
日（
土
）・
５
月

　

11
日
・
18
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

５
月
の
引
取
日
は
、

　
２
日
・
９
日
・
16
日
・
30
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　
引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て

環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
ま
で
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
飼
い

犬
・
飼
い
ね
こ
の
場
合
は
、
有
料（
愛

媛
県
収
入
証
紙
が
必
要
）で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

環
境
衛
生
課（
TEL
７
２
︱

７
３
１
６
）

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
４
月
17
日（
火
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　
20
歳
に
な
れ
ば
、
学
生
の
方
も
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
生
納
付

特
例
制
度
は
、
所
得
が
少
な
く
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
学
生
の

方
が
、
将
来
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
防
止
す
る

た
め
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

○
ご
本
人
の
所
得
の
み
で
審
査
し
ま
す

　
一
般
の
保
険
料
免
除
（
全
額
免

除
・
一
部
納
付
）
の
場
合
は
、
世
帯

主
等
の
所
得
も
含
め
て
保
険
料
免
除

の
対
象
と
な
る
か
判
定
し
ま
す
が
、

学
生
納
付
特
例
は
本
人
の
所
得
の
み

で
判
定
し
ま
す
。
申
請
は
毎
年
度
必

要
で
す
。

○
手
続
き
さ
れ
る
方
は

　
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
の
国
民

年
金
担
当
窓
口
又
は
年
金
事
務
所
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
必
要
な
も
の
】
年
金
手
帳
・
学
生

証
又
は
在
学
証
明
書
・
印
鑑

○
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て

　
前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
が

承
認
さ
れ
、
ハ
ガ
キ
様
式
の
申
請
書

が
送
付
さ
れ
た
方
（
３
月
末
送
付
予

定)

で
、
引
続
き
学
生
納
付
特
例
制

度
を
申
請
す
る
場
合
は
、
ハ
ガ
キ
様

式
の
申
請
書
に
学
校
名
、
氏
名
、
住

所
等
を
記
入
の
上
、
郵
便
ポ
ス
ト
へ

投
函
く
だ
さ
い
。

○
承
認
さ
れ
る
と

　
承
認
期
間
中
の
ケ
ガ
や
病
気
な
ど

で
障
害
が
残
っ
た
時
は
、
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
障
害
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
承
認
期
間
は
、
将
来
受
け
取
る
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
（
25

年
）
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
追
納

を
し
な
け
れ
ば
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
承
認
期
間
に
つ
い
て
は
、
保
険

料
を
10
年
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

付
す
る
「
追
納
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。
（
２
年
を
過
ぎ
る
と
経
過
し
た

年
数
に
応
じ
て
保
険
料
に
、
加
算

額
が
つ
き
ま
す
。
）
申
請
手
続
き
な

ど
詳
し
く
は
、
町
民
課
年
金
係
（
TEL

７
２
︱

７
３
０
０
）
又
は
宇
和
島
年

金
事
務
所
（
TEL
０
８
９
５
︱

２
２
︱

５
４
４
０
）ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

13
日（
日
）※
13
日
は
飛
行
要
員
の
み

第
１
次
試
験
地
　
松
山
大
学

（
愛
媛
県
外
試
験
地
あ
り
）

　
初
任
給
　
大
卒
21
万
４
千
９
百
円

　
　
　
　
　（
Ｈ
23
年
４
月
現
在
）

　
　
　
　
　
大
学
院
卒
23
万
２
千
円

　
　
　
　
　（
Ｈ
23
年
４
月
現
在
）

　
賞
与  

期
末
勤
勉
手
当
等
年
2
回

　
手
当
等
　
住
居
・
航
海
・
航
空
・

　
　
　
　
　
乗
組
・
扶
養
・
地
域
な

　
　
　
　
　
ど
各
種
手
当
あ
り

問
合
せ
　
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務

所（
TEL
０
８
９
５
︱

２
３
︱

５
４
３
１
）
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グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

「
イ
チ
ゴ
収
穫
体
験
」参
加
者

を
募
集
し
ま
す
！

◆
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

４月の保健事業のお知らせ

む
し
歯
０
本
、

　
　
　
お
め
で
と
う
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

「
あ
い
な
ん
幼
稚
園
」

　
　
開
園
の
お
知
ら
せ
！

◆
学
校
教
育
課
か
ら

　
町
で
は
、
５
歳
児
歯
科
健
診
で
む

し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
に
実
施
し
た
５
歳
児
健
診
で

は
、
32
名
の
受
診
者
の
中
で
17
名
の

お
子
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

   

脇
　
田
　
胡こ

　
春は
る
ち
ゃ
ん 

（
柏
）

   

井
　
関
　
衣い

　
舞ぶ

ち
ゃ
ん 

（
御
荘
菊
川
）  

吉
　
本
　
伊い

　
吹ぶ
き
ち
ゃ
ん 

（
御
荘
平
城
）

 

富
　
岡
　
碧あ

　
美み

ち
ゃ
ん 

（
御
荘
平
山
）

 

中
　
道
　
壮そ
う

　
太た

く
ん 

（
久
　
良)

 

児
　
島
　
武ほ

　
尊た
か

く
ん 

（
城
辺
乙
）

 

中
　
川
　
愛ま
な

　
美み

ち
ゃ
ん 

（
城
辺
乙
）

 

山
　
口
　
朔さ

　
空く

く
ん 

（
緑
　
丙
）

 

岡
　
下
　
颯そ
う

　
馬ま

く
ん 

（
僧
　
都
）

 

宮
　
尾
　
悠ゆ
う

　
佑す
け

く
ん 

（
城
辺
甲
）

 

清
　
水     

遥
は
る
か  

ち
ゃ
ん 

（
蓮
乗
寺
）

 

清
　
家
　
広こ
う

　
暉き

く
ん 

（
城
辺
甲
）

 

植
　
松
　
奏か
な

　
多た

く
ん 

（
正
　
木
）

 

池
　
田
　
唯ゆ
い

　
那な

ち
ゃ
ん 

（
広
　
見
）

 

宮
　
本
　
莉り

　
緒お

ち
ゃ
ん 

（
増
　
田
）

 

濵
　
田
　
悠ゆ
う

　
太た

く
ん 

（
増
　
田
）

 

山
　
木
　
蓮れ
ん

　
斗と

く
ん 

（
中
　
泊
）

　
城
辺
幼
稚
園
は
平
成
24
年
度
よ

り
園
舎
を
旧
深
浦
小
学
校
へ
移
転

し
、
名
称
を
「
あ
い
な
ん
幼
稚

園
」
と
改
め
開
園
し
ま
し
た
。

所
在
地
・
連
絡
先

　
７
９
８
︱

４
３
４
２

　
愛
南
町
深
浦
３
︱

１
　

乳幼児健康診査

内　容 日 曜日 場　所 対象者

1歳6か月児健診 10日 火
城辺保健福祉センター

H２２年７月１日～平成２２年８月３１日生

3歳児健診 24日 火 H２１年１月１日～平成２１年２月２８日生

育児相談

内　容 日 曜日 場　所 受付時間

みるくひろば   6日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００

育児相談 11日 水 内海保健センター ９：３０～１１：３０

すくすく相談 18日 水 城辺保健福祉センター ９：３０～１１：３０

うみのこ広場 19日 木
西海支所2階
親子ふれあい交流室

９：３０～１１：３０

みなみっ子 23日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他

内　容 日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 25日 水 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

日
時
　
４
月
22
日（
日
）

　
　
　
10
時
〜（
雨
天
決
行
）

場
所

　
愛
南
町
緑
乙
２
９
１
４
番
地

定
員
　
10
名
（
先
着
順
）

参
加
費

　
１
人

　
１
，０
０
０
円

　（
持
ち
帰
り
は

　別
途
）

申
込
・
問
合
せ

　
農
業
支
援
セ

　ン
タ
ー

　（
TEL
７
２
︱

７
３
１
１
）

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

あ
い
な
ん
幼
稚
園

（
TEL
７
２
︱

０
８
３
６
）
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

４、５月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

 

税
務
課
等
か
ら
！

４
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

４・５月行事予定表

第１日曜日   1日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第２日曜日   8日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第３日曜日 15日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第４日曜日 22日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

昭 和 の 日 29日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510

振 替 休 日 30日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

４月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

固

定

資

産

税

1期分/4期分

全期

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

4/26

5/29

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

4/24

5/25

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

4/20

5/23

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

4/18

5/21

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

4/16

5/17

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

4/12

5/15

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
旧
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

4/10

5/11

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

4/6

5/9

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

4/4

5/7

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

4/2

5/1

日 曜 時　間 行事名 場　所

４月

2 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

9 月
町内小学校入学式 各小学校

  9：30～ 篠山小中学校入学式 篠山中学校

10 火 町内中学校入学式 各中学校

11 水
10：00～ あいなん幼稚園入園式 あいなん幼稚園

13：00～15：00 行政相談
城の辺学習

館ほか

16 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

22 日

9：00～17：00
第31回 四国西南地区

少年野球大会
南レク

城辺球場

10：00～15：00
えひめ南予いやし博
オープニングイベント

宇和島
きさいや広場

13：00～15：00
愛媛ＦＣ 
ＶＳ ロアッソ熊本

（愛南町・上島町マッチタウン）

ニンジニア
スタジアム

28 土 10：00～17：00
第31回 四国西南地区

少年野球大会
南レク

城辺球場

29 日

10：00～15：00
第31回 四国西南地区

少年野球大会
南レク

城辺球場

14：00～
「いやし博」愛南
オープニングイベント
「あいなんGO-MIX」

鹿島

５月

3 木 9：30～16：30
愛南サッカーフェス
ティバル（ユースの部）

南レク球技
広場ほか

4 金
8：30～17：00

第34回
一本松少年剣道大会

一本松交流
促進センター

9：00～16：30
愛南サッカーフェス
ティバル（ユースの部）

南レク球技
広場ほか

5 土
9：00～14：00

愛南サッカーフェス
ティバル（ユースの部）

南レク球技
広場ほか

6：00～14：00 ファミリー釣り大会 福浦埋立地

7 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

9 水
13：00～15：00 行政相談

城の辺学習
館ほか

8：30～15：00
第17回きなはいや杯
クロッケー交流大会

南レク御荘
多目的広場

18 金 9：00～15：00
第10回 西瀬戸
グランドゴルフ交流大会

南レク城辺
公園野球場

19 土 8：00～13：00
第10回 西瀬戸
グランドゴルフ交流大会

南レク城辺
公園野球場

21 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

27 日 10：00～15：00
愛南びやびや祭り 

２０１２
南レクロッジ

周辺

 ■4月  7日（土）～16日（月）　田中博
ひろ

子
こ

作品展
 ■5月  3日（木）～14日（月）　
 　　　　　　　ひまわり会トールペイント作品展
 ■5月19日（土）～28日（月）　風の会油絵展

時間　8：30～19：00　場所　DE・あ・い・21　

愛いっぱい愛南産直市
４月２４日（火）～３０日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　松山三越
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問合せ 内　容 開設日 開設時間 4月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   

火・木   
園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月〜金   

土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  

育児（電話）相談 月〜金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・
つどいと交流

各種ワークショップ
日〜金   

御荘文化センター
「あいなん子育て
応援グループ」

生涯学習課内

７３－１１１１

子育て 
  (電話)相談

木曜

 

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜

〜

〜

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００

１３：００

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

１６：００

あなたの子育てをサポートします

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

●19日(木)
  フラワー作り

●4日(水)世代間交流
『お花見に行きましょ♪』
●11日(水)壁面製作交流

●2日(月)20日(金)は夢
創造館で実施

●毎週

柏
保育所

長崎
保育所

緑
保育所

家串
保育所
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愛 南 こ み ゅ に け ー し ょ ん

　瀬ノ浜の砂地には、肉まんのような形をしたラッパウニ

が住んでいます。ウニですから全身トゲだらけですが、た

まに帯状に剃り込みの入った不思議な姿をしたものがい

ます。剃り込みを入れた犯人は、ゼブラガニです。ゼブラ

(シマウマ)のような模様があるので、この名前が付いてい

ます。ウニのトゲを上から下までハサミで刈り取り、ちょう

ど体が入る広さの道を作ります。刈り取ったトゲは食べて

しまうそうです。そこを上へ行ったり、下へ行ったりしながら生活しています。食事の付いた安全

なマイホームですが、ラッパウニは、とっても迷惑でしょうね。

(ゼブラガニ 瀬ノ浜 水深12m 2010.8.1)　　　　　　　　　  環境省自然公園指導員 西尾知
と も て る

照

　本日! 海
う み び よ り

日和!!「完璧なマイホーム」

2/26 伊予銀行賞受賞!
ふるさとCM大賞えひめ

　松山市総合コミュニティセンターで、県内20市
町23作品がエントリーした愛媛朝日テレビ主催
「ふるさとCM大賞えひめ‘12」(30秒のわが町自
慢CM)公開審査会が行われ、本町から出品した愛
南リポーターズの「ふるさとをつなぐ」が、第5
位にあたる伊予銀行賞を受賞しました。
　ふるさとを守り次代につなぐ決意を新たに一歩
踏み出そうとする一人の青年の姿を描いた作品で
す。
　なお、副賞として4月から半年間に40回、この
CMが無料で放送されます。愛南町の名を強くPR
してくれるものと期待します。

2/25 縄文料理を食べてみよう!こども縄文体験学習
　発見から120年を迎える平城貝塚について、子ども達に興
味を持ってもらおうと東海公民館中玉分館で「こども縄文体
験学習」を開催しました。
　参加した子ども達は、県埋蔵文化財調査センターの多田 仁

じ ん

主任調査員を講師に愛南町に多く分布する頁岩(けつがん)か
ら石器の製作方法を学習、作ったばかりの石器を使ってマダ
イや鶏肉で切れ味を試してみました。また、近く
の海岸から運んできた石を熱してイノシシや鹿
の肉を焼く石焼料理やレプリカの縄文式土器を
使って煮込んだ縄文汁など、4,000年前の「縄文
の食」を味わいました。

石器で調理

石焼料理縄文汁
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愛 南 こ み ゅ に け ー し ょ ん
お母さんにプレゼント!中浦小学校パールアクセサリー教室

　中浦小学校6年生8名が卒業記念として自分たちが

作った真珠アクセサリーをお母さんにプレゼントし

ようと企画。講師にほっと計画委員会の中村千
ち か こ

賀子さんを招き、アートクレイ(銀粘土)と

真珠を使ったアクセサリー作りに挑戦しました。

　児童たちは、「難しかったけど素敵なアクセサリーができてうれしかった。お母さん

の喜ぶ顔が見たい」と感想を述べていました。

2/19〜3/10 愛南町でスポーツ合宿を!

　御荘文化センターで、「愛南コーラスフェスティバル(主催 合唱団コスモス)」が開催
され、町内から合唱団コスモスをはじめ、平城小学校音楽部、愛南町少年少女合唱団な
ど6団体、町外からは宇和島少年少女合唱団など3団体の計9団体約300名が出演し、それ
ぞれ自慢のハーモニーを披露しました。最後に会場全体で「ふるさと」を合唱して締め
くくりました。

2/16 

愛南コーラスフェスティバル2/19 

平城小学校音楽部

あんだんて

コーラス ラ・ラ・ラ

愛南町少年少女合唱団

リーフレット

合唱団コスモス

　 同 志 社 大 学 硬
式 野 球 部 ( 8 8 名 
2/19〜2/28)、京
都 大 学 準 硬 式 野
球部(41名 2/28〜
3/4)、摂南大学硬
式野球部(30名 3/5〜3/10)の3団体が、スポーツ合宿として愛南町を訪れ、南レク城辺球
場などで練習に汗を流しました。それぞれ清水町長が表敬訪問し、町特産品をプレゼン
トしました。
　愛南町では、宇和島市と合同でスポーツ施設や文化施設の利活用をめざした「合宿誘致
事業」を実施しています。詳しくは、商工観光課(TEL 72‐7315)まで問合せください。

2/19 同志社大学硬式野球部 3/2 京都大学準硬式野球部 3/7 摂南大学硬式野球部



p20

元
気
い
っ
ぱ
い

　
ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

　一本松交流促進センターで、「第8回愛南町
9人制女子バレーボール大会」が開催され、5
チーム約60名が参加して熱戦を繰り広げまし
た。
【大会結果は次のとおり】

優勝  Passion(パッション)

9 人制女子バレー大会
2/　

 26

　南レク城辺公園芝球技場ほかで、「第43回南宇和郡サッカー選手権大会」が行われ、4部制、計18チーム
が参加して優勝を競いました。
【大会結果は次のとおり】

1部(11人制) 優勝 グーニーズ　　　　　　　　3部(9人制)   優勝 家串PTA
2部(9人制)   優勝 グーニーズクラシック　　　4部(9人制)   優勝 緑FC

南宇和郡サッカー選手権大会!
3/　

  4

3部優勝 家串PTA1部優勝 グーニーズ 2部優勝 グーニーズクラシック 4部優勝 緑FC

レインボーカップミニバス大会 !
3/　

 3・4
　松山市野外活動センター体育館で、愛
媛・高知両県の小学生12チーム約150名
が参加して「レインボーカップミニバス
ケットボール大会」が行われ、愛南町か
ら出場した愛南MBCが、各地の強豪を抑
えて見事優勝しました。また、最優秀選
手に愛南MBCの清水 悠

は る か

さんが選ばれまし
た。

　南レク御荘公園多目的広場で、「愛南町クロッケー協会設立7周年
記念 第21回愛南町クロッケー親睦交流大会」が開催され、計20チー
ム67名の参加者がクロッケーで楽しく交流しました。
【大会結果は次のとおり】

優勝 平城A   準優勝 灘   3位 須ノ川オレンジ・一本松A

クロッケーで親睦を !
クロッケー親睦交流大会

3/　

  7
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東海杯少年サッカー大会!
2/　

 12

　御荘B&G海洋センター体育館ほかで、「第6回B&G会長賞ラケットテニス大会in
あいなん」が開催され、各部に計35チーム延べ約140名の愛好者が参加し、楽しく

プレーしました。

【大会結果は次のとおり。優勝・準優勝チームのみ掲載】

フリーの部
女子ダブルス(合計年齢130歳以上)

 優勝  山西百
ゆ り こ

合子・中尾章
あ き こ

子ペア(仲好会)

 準優勝 山木優
ま さ み

巳・山口 菫
す み れ

ペア(赤水クラブ)

 3位  竹田百
ゆ り こ

合子・中田松
ま つ こ

子ペア(赤水クラブ)

女子ダブルス(合計年齢129歳以下)

 優勝  岡原昌
ま さ こ

子・本多克
か つ よ

代ペア(さくら)

 準優勝 石河文
ふ み こ

子・西河寿
す み

美ペア(アルル)

 3位  尾﨑田
た づ こ

鶴子・山田リカペア(フレッシュ菊川)

混合ダブルス(年齢制限なし)

 優勝  芝田眞
し ん じ

次・山平輝
て る よ

代ペア(菊川クラブ)

 準優勝 芝 孝
た か ひ ろ

博・宮本美
み え こ

枝子ペア(あけぼのクラブ)

 3位  上田利
と し は る

治・野平美
み い こ

委子(愛南フレンズ)

交流の部

表彰者(男女最高年齢参加者)  大峰敏
と し お

男  小島泰
や す こ

子

1部優勝 一本松少年サッカークラブU-12

ゴールドカップミニバス大会!
2/　

 12
　城辺小学校体育館で、「第8回南宇和スポーツクラブ・御荘ゴールド
カップミニバスケットボール大会」が開催され、町内小学生5チーム約
100名の選手が参加しました。
【大会結果は次のとおり】

優勝 愛南MBC   準優勝 平城MBC

　また、愛媛県ミニバスケットボール

協会 愛媛県最優秀選手賞に岡添 舞
ま い

さん

が、南予ミニバスケットボール連盟 南

予優秀選手賞に冨岡凪
な ぎ さ

紗さん、南予ベス

トメンバー賞に岡添 舞
ま い

さん、宮﨑 楓
か え で

さ

ん、松本はづきさんがそれぞれ選ばれま

した。

優勝 愛南MBC

準優勝 平城MBC

B&G会長賞ラケットテニス大会 !
2/　

 26

　南レク城辺公園芝球技場ほかで、東海公民館主催の「第41
回東海杯少年サッカー大会」が開催され、32チーム360名の
選手が参加しました。
【大会結果は次のとおり。優勝・準優勝チームのみ掲載】

小学生1部(6年生以下)
優勝　 一本松少年サッカークラブU-12
準優勝 東海・赤水連合スポーツ少年団
小学生2部(4年生以下)
優勝　 宿毛FC
準優勝 一本松少年サッカークラブU-10
小学生3部(1・2年生)
優勝　 宿毛FC
準優勝 東海スポーツ少年団

女子ダブルス(129歳以下)
優勝 岡原・本多ペア

混合ダブルス優勝
芝田・山平ペア

女子ダブルス(130歳以上)
優勝 山西・中尾ペア
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「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」参
加
者
募
集
！

㈳
愛
媛
県
看
護
協
会
か
ら

愛
媛
労
働
局
か
ら

男
女
労
働
者
・
事
業
主
の
皆
さ
ん
！
職
場
で
の
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

◆
城
辺
俳
句
会

春
立
つ
日
無
病
息
災
老
夫
婦
　
　
　
　
　
　
　
　
安
岡
　
敏
雄

（
２
月
10
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
安
岡
敏
雄
さ
ん
の
作
品
で
す
）

底
の
な
き
空
千
統
の
け
ん
か
凧
　
　
　
　
　
　
大
和
田
い
そ
子

被
災
者
を
思
ふ
湯
舟
や
寒
の
入
り
　
　
　
　
　
　
倉
田
美
津
枝

日
々
前
進
春
を
探
し
て
山
歩
き
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
弘
子

冬
日
ざ
し
畠
仕
事
の
昼
さ
が
り
　
　
　
　
　
　
　
宮
田
志
賀
子

◆
城
辺
川
柳
会

　
「
好
き
」

好
き
な
人
だ
か
ら
気
に
な
る
あ
の
仕
種
　
　
　
　
栄
華

外
出
着
好
き
な
服
着
て
出
か
け
ま
す
　
　
　
　
　
一
女

好
き
な
酒
煙
草
も
止
め
た
強
い
意
思
　
　
　
　
　
ト
ク
ヱ

夢
で
は
好
き
と
は
っ
き
り
言
え
た
ラ
ブ
コ
ー
ル
　
き
く
み

お
刺
身
に
お
酒
が
あ
る
と
尚
旨
い
　
　
　
　
　
　
登
志
恵

好
き
だ
っ
た
人
が
心
の
隅
に
居
る
　
　
　
　
　
　
ツ
タ
ヱ

好
き
好
き
と
吾
に
飛
び
つ
く
孫
が
好
き
　
　
　
　
玉
子

好
き
な
道
決
め
て
極
め
て
時
の
人
　
　
　
　
　
　
あ
き
子

強
く
て
も
男
は
み
ん
な
母
が
好
き
　
　
　
　
　
　
百
代

も
し
帰
れ
た
ら
帰
っ
て
来
て
ね
好
き
な
人
　
　
　
律
子

ゆ
っ
た
り
の
時
間
と
遊
ぶ
今
が
好
き
　
　
　
　
　
暁

好
き
だ
か
ら
波
長
合
う
と
は
限
ら
な
い
　
　
　
　
一
会

◆
新
く
さ
の
葉
短
歌
会
（
な
ず
な
）

病
室
は
里
と
隔か
く

絶ぜ
つ

さ
れ
し
と
こ
ろ
今
日
の
積
雪
昼
ま
で
知
ら
ざ
り
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
信
保

積
り
て
も
す
ぐ
に
消
え
ゆ
く
雪
み
つ
つ
嫁
ぎ
し
信し
な

濃の

の
雪
を
お
も
へ
り
　
　
　
　
　
藤
森
多
摩
子

短
歌
会
続
け
ま
し
ょ
う
と
添
へ
て
あ
る
や
さ
し
き
友
等
の
年
賀
状
来
る
　
　
　
　
　
佐
藤
　
久
子

無
言
の
ま
ま
歩
く
二
人
の
影
長
く
朝
の
し
じ
ま
は
靴
の
音
の
み
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

音
高
き
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
に
注
油
せ
む
と
思
ひ
つ
つ
過
ぐ
寒
き
日
頃
を
　
　
　
　
　
松
比
良
ス
ミ
子

真ま

っ
新さ
ら

な
雪
に
足
跡
置
い
て
ゆ
く
二
人
と
一
匹
朝
の
光
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
喜
久
子

寒
い
朝
出
せ
し
洗
面
器
に
羽
釜
よ
り
湯
を
汲
み
く
れ
し
母
の
恋
し
き
　
　
　
　
　
　
河
上
　
明
美

　
毎
年
５
月
12
日
を
「
看
護
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
含

む
週
間
を
「
看
護
週
間
」
と
し
て
全
国
的
に
多
彩
な
行
事
を

計
画
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
一
日
看
護
体
験
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
将
来
看
護
師
に
な
り
た
い
」

学
生
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
の
介
護
に
役
立
て
た
い

方
、
病
院
の
こ
と
を
知
り
た
い
方
な
ど
、
日
ご
ろ
看
護
と
は

無
縁
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
Ｏ
Ｌ
や
主
婦
、
男
性
の
方
々
な

ど
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
に
「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
参
加
希

望
」
と
明
記
の
上
、
①
住
所
、
②
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、
③
年

齢
、
④
性
別
、
⑤
職
業（
学
生
は
学
校
・
学
年
）、
⑥
電
話
番

号
、
⑦
洋
服
・
靴
の
サ
イ
ズ
、
⑧
中
学
・
高
校
生
の
場
合
は

学
校
の
許
可
の
有
無
を
記
入
し
て
、
各
施
設
に
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
　４
月
20
日（
金
）

問
合
せ
　㈳
愛
媛
県
看
護
協
会

（
TEL
０
８
９
︱

９
２
３
︱

１
２
８
７
）実施施設(宇和島圏域のみ)

実施日 施設名 住　所
受付・
問合せ

募集
人数

5月9日
(水)

宇和島徳洲会病院
798−0003
宇和島市住吉町2−6−24

看護部
長室

10名

市立宇和島病院
798−8510
宇和島市御殿町1−1

看護部
長室

10名

5月10日
(木)

県立南宇和病院
798−4131
南宇和郡愛南町城辺甲2433−1

4西病棟 3名

5月12日
(土)

旭川荘南愛媛病院
798−1393
北宇和郡鬼北町永野市1607

看護課 10名

宇和島社会保険病院
798−0053
宇和島市賀古町2−1−37

看護局 15名

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
、
セ
ク
ハ

ラ
防
止
対
策
は
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
に
基
づ
く
義
務
で
す
！

労
働
者
の
皆
さ
ん
、
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
無
料　

匿
名
可　

秘
密
厳

守問
合
せ
　
愛
媛
労
働
局
雇
用
均

等
室
　松
山
市
若
草
町
４
︱

３

（
TEL
０
８
９
︱

９
３
５
︱

５
２
２
２
）

（
FAX
０
８
９
︱

９
３
５
︱

５
２
２
３
）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
　ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会本所（TEL70−1251）まで問合せください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
 ５月８日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ４月１４日（土）・２５日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

（２月受付分）

（２月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう 愛
媛
Ｆ
Ｃ
を
応
援
し
よ
う
！

生
涯
学
習
課
か
ら

借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の
方
に
！

四
国
財
務
局
か
ら

地区名 子の名 保護者

増　　田 羽　田　結
ゆ

　心
あ

昇
しょうへい

平

久　　良 幸　田　雪
ゆき

　那
な

庄
しょうじ

二

御荘平城 澤　近　綾
あや

　乃
の

大
ひ ろ し

志

御荘長月 山　口　未
み

　希
き

雅
ま さ し

史

城 辺 乙 大　野　朔
さく

太
た

郎
ろう

甲
き ね ひ こ

子彦

御荘平城 秦　　　瑞
みず

　来
き

卓
たく

也
や

広　　見   布　山　　　 椋
りょう

新
しん

悟
ご

赤　　水 池　田　陽
ひな

　笑
た

大
たい

士
じ

御荘平城 山　上　優
ゆう

　季
き

孝
た か お

生

地区名 亡くなった方 享年

内　　泊 中　野　利
とし

　昭
あき

83歳

内　　泊 吉　田　紘
こう

　二
じ

70歳

城 辺 甲 大　西　須
す み こ

美子 62歳

御荘平城 山　口　敏
とし

　美
み

72歳

久　　良 本　多　敏
とし

　信
のぶ

82歳

城 辺 乙   谷　口　　　 勉
つとむ

78歳

城 辺 甲 間　口　ミネ子
こ

93歳

緑　　甲 津々木　フジヱ 92歳

岩　　水   岩　田　　　 薫
かおる

80歳

御荘平城 善　家　セツノ 91歳

一 本 松 羽　田　トヨ子
こ

88歳

城 辺 甲 安　岡　敏
とし

　雄
お

87歳

武 者 泊 和　田　初
はつ

　男
お

76歳

城 辺 甲 平　田　ト　ミ 92歳

久　　良 土　居　トモヱ 83歳

高　　畑   濱　本　　　 惠
さとし

88歳

御荘平城 尾　﨑　昌
まさ

　治
はる

70歳

緑　　乙 中　井　シズコ 93歳

中　　泊 吉　田　石
いし

　男
お

75歳

増　　田 浅　田　鋗
けん

　一
いち

73歳

御荘菊川 小埜山　光
みつ

　子
こ

76歳

御荘平城 松　浦　四
し

　郎
ろう

80歳

広　　見 宮　岡　一
いつ

　男
お

71歳

御荘平城 坂　井　美
み さ こ

佐子 82歳

城 辺 甲   松　下　　　 主
つかさ

80歳

城 辺 甲 本　田　繁
しげ

　松
まつ

97歳

御荘平山 尾　川　啓
けい

　子
こ

63歳

僧　　都 久　能　タツ子
こ

97歳

中　　浦 橋　本　春
はる

　良
よし

78歳

中　　川 芝　　　ミチヱ 96歳

岩　　水 土　居　カネ子
こ

75歳

武 者 泊 河　野　忠
ただ

　續
つぐ

78歳

御荘平城 大　野　岩
いわ

　市
いち

83歳

増　　田 山　﨑　
ぬい

　子
こ

79歳

　
今
年
も
、
ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
（
県
総

合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）
で
愛
南
町
の
マ
ッ

チ
タ
ウ
ン
ゲ
ー
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
４
月
22
日（
日
）

　
　
　
13
時
キ
ッ
ク
オ
フ

対
戦
相
手
　
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本

　
こ
の
日
は
、
愛
南
町
に
お
住
ま
い
で
、
高
校

生
以
下
の
児
童
・
生
徒
の
方
は
無
料
で
、
そ
れ

以
外
の
方
も
５
０
０
円
（
通
常
１
，
５
０
０
円
）

で
観
戦
で
き
ま
す
。（
ど
ち
ら
も
席
種
は
Ｃ
席
と

な
り
ま
す
。
）
み
ん
な
で
、
ニ
ン
ス
タ
で
愛
媛
Ｆ

Ｃ
を
応
援
し
よ
う
！

　
チ
ケ
ッ
ト
は
、
生
涯
学
習
課
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
生
涯
学
習
課（
TEL
７
３
︱

１
１
１
１
）

　
四
国
財
務
局
に
は
、
安
心
し
て

相
談
で
き
る
国
の
「
相
談
窓
口
」

が
あ
り
ま
す
。
お
金
に
関
す
る
問

題
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
悩
ま

ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要

に
応
じ
て
、
弁
護
士
・
司
法
書
士

な
ど
の
法
律
専
門
家
に
引
継
ぎ
も

行
っ
て
い
ま
す
。
個
人
事
業
者
の
方
か
ら
の
ご
相
談
や
家

計
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

相
談
方
法
　
ま
ず
は
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は
無

料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

連
絡
・
問
合
せ
　
四
国
財
務
局
（
高
松
市
中
野
町
26
︱

１
） 

財
務
広
報
相
談
官
　
多
重
債
務
相
談
員（
TEL
０
８
７
︱

８
３
１
︱

２
１
５
５
）（
FAX
０
８
７
︱

８
６
２
︱

８
７
８
０
）

※
受
付
時
間
　
平
日
９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

（
祝
日
及
び
12
／
29
〜
１
／
３
を
除
く
）

四国新聞社

四国財務局

中　

央　

通　

り

↑

栗林公園
北口
栗林公園
北口

四国管区
警察局

ＪＲ高徳線

バス停
（中野町）

高松駅

旧国道11号線
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愛南町の人口
平成 24 年 3 月 1 日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
情
報
な
ど
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■編集・発行

愛南町役場 総務課
〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

編 集 後 記

愛
は

南
か
ら

10,869 戸

24,807 人

11,615 人

13,192 人

世帯数

人口

　男

　女

　常勤医師が激減して

いる県立南宇和病院の

スタッフ 14 名が、広く

県民の方々に愛南町の

医師不足の現状を知っ

てもらおうと、2 月 5 日

に開催された「愛媛マ

ラソン」に参加し、『愛

南に心ある医療を』と

いう言葉をスローガン

に完走めざしてがんば

りました。参加した 14

名 ( マラソン未経験 12 名 ) のうち 12 名が見事完

走を果たしました。

　先日行われた「愛南町防災

教育連携協力協議会・愛南町

防災教育推進懇談会合同会議」

では、城辺小学校 6 年生によ

る防災劇がスクリーンに上映

され、子ども達の熱演に感心

しました。

　舞台は「卒業 10 周年の同窓

会」という未来の設定で、地

元に残って漁師になったり、親

の建設会社を継いだり、そのほ

か教師や保育士、医師、看護師、

介護士、プロスポーツ選手、警

察官、自衛官、声優、ファッショ

ンデザイナー等々、いろんな

職業に就いた子ども達が自身

の近況や思いを語るという演

出で、とても興味深く、楽し

く拝見しました。子ども達が、

未来に向って夢を持つことが

できる愛南町であり続けて欲

しいと強く思いました。

　さて私事ですが、このたび

の人事異動で生涯学習課へ異

動することになりました。ちょ

うど 3 年前、広報係になった

ばかりの時は、右も左もわか

らないまま締切りに追われる

毎日でしたが、それでも、多

くの方々にご協力とご支援を

いただきながら、何とか 3 年

間欠かさず広報紙を発行する

ことができました。この間、

様々なところへ出向いて取材

させていただき、多くの方々

と出会い、たくさんの思い出

ができました。この経験を新

しい職場でも活かしていきた

いと思います。本当にありが

とうございました。


